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研究の背景と目的 

2009年世界選手権で上位入賞した棒高跳選手の助走中のピッチから助走の

特徴を明らかにし，バー高の上昇に伴って起こる助走の変化を検討することを
目的とした． 

 陸上競技の跳躍種目とは、助走で得たスピードを用い、水平または垂直方向
の距離を競う競技である。棒高跳は水平種目と同様に、直線での助走から水
平方向のエネルギーを得て、ポールを介することで走高跳と同様に鉛直方向
に跳躍を行う。  

 過去、助走と記録の関係は多くの分析・研究がなされているものの、バー高の
上昇によって起こる助走の変化について研究されたものは少ない。 
 
 

 



被験者の特徴 

分析方法 
  ハイスピードカメラ（毎秒300コマ）でパンニング撮影した映像を，ビデオカウンターを用いて再生し，

助走開始0歩目の離地から踏切離地までのそれぞれの接地時間および滞空時間を算出． 
 
 ＊ピッチ（Hz）＝１（秒）/（接地時間+滞空時間） 

 

分析項目 
・選手のピッチパターンによる分類 

 
・バー高の上昇とともに起こる変化 

 
・失敗試技と成功試技のピッチの差異 

 



結果と考察① 
ピッチパターンによる分類 
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上位3選手 

① 助走開始1歩目
（S1）が８０％以上 

② 一定の割合
でピッチを獲得 

③ 踏切8歩前（L8）以
降に大きくピッチを獲得 

※最高記録時のピッチを相対化して比較。 

自己記録更新 （％） 
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結果と考察② 
バー高の上昇とともに起こる変化 

・バー高の上昇とともに助走全体の相対的ピッチ１）が上昇する傾向がみられた。 
→ バー高の上昇に伴って努力度が増したことによる変化であり，助走速度を助走   
開始時から，より大きく獲得しようとした結果であろう． 
 

S1＝助走開始1歩目，L8＝踏切8歩前，L4＝踏切4歩前  

Lavillenie選手の相対的ピッチ（％） 

１）踏切時のピッチを100として、それぞれの歩数で数値化。 

   S1 L8 L4 

 5m95 x 84 100 103 

 5m90 x 83 96 101 

 5m85 x 86 99 104 

 5m80 o 83 98 104 

 5m75 xxo 79 93 101 

 5m75 xx 80 92 102 

 5m75 x 80 92 97 

 5m65 o 80 91 99 



結果と考察③ 
失敗試技と成功試技のピッチの差異 
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Lavillenieの変動係数 

・失敗試技では助走開始直後と助走の後半で変動が大きいことが明らかとなった． 
→助走開始局面でのブレ幅が大きいことが，失敗の原因である可能性がある． 



まとめ 

本研究の目的は棒高跳選手の助走中のピッチから助走の特
徴を明らかにし，バー高の上昇に伴って起こる助走の変化を
検討することであった。 

各選手の助走スタイルに高ピッチ群，漸増ピッチ群，終盤ピッ
チアップ群の3つが存在することが明らかになり，また，選手は

バー高の上昇に伴い，助走リズムを変化させていくことが明ら
かになった． 

助走の再現性が重要であることが明らかになった一方で，踏
切直前のリズムが乱れたとしても，踏切技術やポール操作の
技術が高ければ跳躍を成功させる可能性があることが示唆さ
れた． 

 

 



現場への示唆 

選手が自らの感覚と実際のピッチのズレをトレーニング
内で修正するのに役立てることができると考えられる。 

実際の現場では、試合中に失敗点を修正していくこと
が多いが、助走に関しては変化が少ない方がよい。 

助走よりもポールに力を加える局面が重要になるので
はないか。 
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